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10月は 広報活動強調月間 です。
　

十
月
は
、
広
報
活
動
強
調
月
間
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
が
身
近
な

地
域
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会
、
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
高
齢
者
人
口
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
社
会
的
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
、
会
員

拡
充
お
よ
び
就
業
拡
大
の
更
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
な
か
な
か
み

え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
就
業
先
の
確
保
、

就
業
支
援
の
た
め
の
研
修
の
実
施
、
広
報
・
宣
伝
活
動
の
充
実
等

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
力
を
い
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動
は
制
限
さ
れ
る
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
区
や
企
業
が
発
行
す
る

広
報
紙
等
へ
の
記
事
掲
載
依
頼
、
新

聞
折
り
込
み
広
告
、
老
人
福
祉
館
等

で
の
説
明
会
な
ど
に
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
の
P
R
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

未
入
会
の
ご
近
所
や
ご
友
人
に
対
し

て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
を
周
知
し
、
セ

ン
タ
ー
へ
の
加
入
を
是
非
お
勧
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日　

時　

令
和
二
年
十
月
三
十
日
（
金
）、
午
後
二
時
か
ら

場　

所　

滝
野
川
会
館　

大
ホ
ー
ル
（
一
階
）

　
　
　
　

住
所　
　

北
区
西
ヶ
原
一
―
二
十
三
―
三

　
　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線　

上
中
里
駅

内　

容　

講
演
会
・
セ
ン
タ
ー
紹
介
・
体
力
測
定

　
　
　
　

ゲ
ス
ト
　
あ
べ
静
江

応
募
方
法

　
　
　
　

電　

話　

〇
三
―
五
二
一
一
―
二
五
七
一

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
五
二
一
一
―
二
三
二
九

こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援
F
E
S
T
A
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理
事
会
だ
よ
り 

第
四
回
理
事
会
（
令
和
二
年
七
月
二
十
八
日
開
催
）

・
審
議
事
項

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

①
令
和
二
年
五
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
二
年
六
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

③
令
和
二
年
度
安
全
就
業
計
画
に
つ
い
て

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て

⑤
令
和
二
年
度
広
報
活
動
強
化
月
間
実
施
（
案
）

第
五
回
理
事
会
（
令
和
二
年
八
月
二
十
五
日
書
面
に
よ
る
決
議
）

・
提
案
事
項

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

第
六
回
理
事
会
（
令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
開
催
）

・
審
議
事
項

新
規
入
会
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

①
令
和
二
年
七
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
二
年
八
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

③
令
和
三
年
度
安
全
標
語
募
集
に
つ
い
て

 

委
員
会
だ
よ
り 

第
一
回
総
務
・
広
報
委
員
会
（
令
和
二
年
九
月
九
日
）

・
議　

題

 

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
十
月
号
に
つ
い
て

第
二
回
安
全
管
理
委
員
会
（
令
和
二
年
九
月
九
日
）

・
議　

題

①
令
和
二
年
度
「
安
全
対
策
実
施
計
画
」
及
び
「
安
全
巡

　

回
指
導
」
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
三
年
度
安
全
就
業
標
語
に
つ
い
て

③
安
全
就
業
会
員
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
危
険
予
知
（
一
人
Ｋ
Ｙ
活
動
）」
研
修
会
参
加
報
告

　
　
　
　
　
理
事
・
安
全
管
理
委
員　
佐
藤　
幸
廣

　

令
和
二
年
七
月
二
十
日
、
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
開
催
の「
危
険
予
知（
一
人
Ｋ（
危
険
）Ｙ（
予
知
）活
動
）」

に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
東
京
し
ご
と
財
団
シ
ル
バ
ー

保
険
事
業
室
の
坂
東
寛
係
長
で
し
た
。

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
内
で
の
傷
害
事
故

は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
過
去
最
高
を
記

録
し
ま
し
た
。発
生
状
況
と
し
て
は
就
業
中
事
故
で
は
転
倒
・

転
落
事
故
が
約
５
割
、
経
路
途
上
の
事
故
で
は
自
転
車
が
約

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
自
転
車
利
用
に
お
け
る
事
故

に
お
い
て
は
、
運
転
操
作
ミ
ス
及
び
バ
ラ
ン
ス
調
整
ミ
ス
に

よ
る
転
倒
が
約
５
割
を
占
め
、
会
員
自
身
が
予
知
し
て
い
れ

ば
発
生
し
な
か
っ
た
事
故
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
事
故
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ケ
ガ
を
す
る
の
は
自
分
で
あ
り
、

ケ
ガ
に
よ
り
生
き
が
い
就
業
に
戻
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
が
大
事
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
、
い
く
つ
か
の
イ
ラ
ス
ト
「
自
転
車
の
た

め
の
交
通
Ｋ
Ｙ
シ
ー
ト
」
を
見
な
が
ら
危
険
を
先
取
り
す
る

危
険
予
知
訓
練
を
し
ま
し
た
。

①
状
況
の
読
み
取
り

②
危
険
の
予
測

③
危
険
の
絞
り
込
み

④
危
険
回
避
の
絞
り
込
み

⑤
ま
と
め
（
自
転
車
の
運
転
で
望
ま
し
い
行
動
）

　

こ
の
危
険
予
知
訓
練
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
の
危
険
の

見
つ
け
方
や
対
処
法
が
勉
強
で
き
ま
し
た
。

Ｋ
Ｙ
に
つ
い
て
は
、わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、誤
っ

て
覚
え
て
い
た
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
見
落
と
し
て
い
た

り
す
る
こ
と
に
気
づ
く
な

ど
、
非
常
に
得
る
も
の
が

多
い
研
修
会
で
し
た
。

　

講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
意
識
し
、
自
分
の
ス

キ
ル
を
高
め
、
安
全
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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【
安
全
就
業
巡
回
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
】

　
　
　
　
～
令
和
二
年
度
（
上
半
期
）
実
績
報
告
～　

　

今
年
も
、
会
員
さ
ん
の
就
業
し
て
い
る
現
場
を
訪
問
し
、

安
全
就
業
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

屋
内
の
清
掃
作
業
時
、
階
段
を
踏
み
外
し
、
下
肢
を
打
撲

し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

踵
を
踏
ん
だ
靴
の
履
き
方
は
し
な
い
、
足
元
を
確
認
し
な

が
ら
降
り
る
等
の
注
意
が
必
要
で
す
。

健
康
で
長
く
働
き
続
け
る
た
め
に　

　

働
く
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
雇
用
者
数
は
過
去
十
年
間
で
一
・
五
倍
に
増
加
。

　

こ
う
し
た
中
、
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
で
は
六
十
歳
以
上
の

労
働
者
が
占
め
る
割
合
は
二
十
六
％
（
二
千
十
八
年
）
で
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
労
働
災
害
発
生
率
は
、
若
年
層
に
比
べ
高
年
齢
層
で

相
対
的
に
高
く
な
り
、
中
で
も
、
転
倒
災
害
の
発
生
率
が
、
若
年
層

に
比
べ
高
く
、
女
性
で
顕
著
で
す
。

　

都
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
、
令
和
元
年
度
の
事
故
発
生

状
況
の
中
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
屋
内
清
掃
作
業
に
お
け
る
転
倒

事
故
で
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
躓
い
て
（
引
掛
け
て
）
転
倒
し
た
こ

と
が
、
多
く
を
占
め
ま
す
。

　

労
働
災
害
防
止
を
図
る
た
め
職
場
環
境
改
善
の
取
組
み
は
重
要
で

す
が
、
高
年
齢
労
働
者
も
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
、
健
康
や

体
力
の
状
況
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

・
自
ら
の
身
体
機
能
や
健
康
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
健
康
や
体

力
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す

・
法
定
の
定
期
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
法
定
の
健
康

診
断
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
地
域
保
健
や
保
険
者
が
⾏

う
特
定
健
康
診
査
等
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
す 

・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
等
に
参
加
し
、
自
身
の
体
力
の
⽔
準
を
確
認
し
ま

す 

・
日
ご
ろ
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
等
を
取
り
入

れ
、
基
礎
的
体
力
の
維
持
に
取
り
組
み
ま
す 

・
適
正
体
重
の
維
持
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
⾷
事
等
、
⾷
習
慣
や

⾷
⾏
動
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す

「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
み
え
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
は
、
か
か
る
と
重
症
化
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
会
員
の
皆
様
も
、
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
不
要
不
急
の

外
出
を
控
え
る
こ
と
を
地
道
に
守
る

こ
と
、
そ
し
て
、
免
疫
力
を
強
化
す

る
た
め
、
良
質
な
睡
眠
・
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
栄
養
・
適
度
な
運
動
を
心

が
け
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な

い
体
質
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

回 実施日 施設名 担当委員

1 ６月１２日（金） 福祉プラザ台東清峰会
待乳保育園

佐橋委員長
加藤委員

2 ７月７日（火）
※安全強化月間

松が谷保育園
金杉区民館

佐橋委員長
中野委員

3 ７月10日（金）
※安全強化月間

ケアハウス松が谷　
区立台東病院

高木委員
小林委員

4 ７月15日（水）
※安全強化月間

環境ふれあい館
寿区民館

金子委員
吉良委員

5 ８月４日（火） 襖工房
シルバー人材センター作業所

佐藤委員
小林委員

6 ９月10日（木） 英信寺
金杉区民館下谷分館

金子委員
吉川委員
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持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
が
作
成
し
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
う
「
よ
く
あ
る
質
問
」
等
が
Q
&
A

形
式
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
関
係
の
深
い
一
部
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

Q　

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
、
持
続
化
給
付
金
の
支
給
対
象
が

拡
大
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
業
し

て
、
配
分
金
収
入
を
「
雑
所
得
」
と
し
て
確
定
申
告
し
て
い
る
者
も
対

象
に
な
り
ま
す
か
？

A　

こ
れ
ま
で
、
持
続
化
給
付
金
の
支
給
対
象
者
は
「
事
業
収
入
」
が

前
年
同
月
比
で
五
十
％
以
上
減
少
し
た
月
が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、令
和
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
は
、

雇
用
契
約
に
よ
ら
な
い
業
務
委
託
契
約
等
に
基
づ
く

収
入
を
「
雑
所
得
」
又
は
「
給
与
所
得
」
と
し
て
確

定
申
告
し
て
い
る
者
も
新
た
に
対
象
と
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
収

入
は
「
主
た
る
収
入
」
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
確

定
申
告
様
式
第
一
表
の
「
不
動
産
収
入
」、「
利
子
」、

「
配
当
」、「
給
与
」、「
公
的
年
金
等
」、
よ
り
も
「
雑　

そ
の
他
」
の
額
の
方
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
配
分
金
が
「
主
た
る
収
入
」
と
み
な
さ
れ

る
か
否
か
は
、
個
々
人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
持
続
化
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●経済産業省ホームページ
https://www.meti.go.jp/covid-19/jizokuka-kyufukin.html

●質問等は持続化給付金事業コールセンター
0120-115-570 

会
員
訪
問

　
い
ろ
ん
な
仕
事
し
た
な
あ   

窪く
ぼ
た田

郁い
く

博ひ
ろ

　

上
野
駅
周
辺
管
理

　

内
装
の
仕
事
を
辞
め
て
、
飯
田
橋
（
財
団
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
）
に

⾏
き
、
仕
事
別
の
研
修
に
分
れ
た
け
れ
ど
、
シ
ル
バ
ー
に
は
内
装
の

仕
事
は
な
か
な
か
無
か
っ
た
の
で
、
自
転
車
の
講
習
（
駐
輪
場
管
理
）

を
受
け
た
。
自
転
車
の
構
造
あ
と
交
通
ル
ー
ル
の
勉
強
。

　

ビ
ラ
配
り
か
ら
、
い
ろ
ん
な
仕
事
、
し
た
な
あ
。

現
在
の
仕
事
は
、
自
転
車
の
管
理
な
の
で
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

は
な
い
け
れ
ど
、
自
転
車
の
置
き
方
が
も
の
す
ご
く
悪
い
人
が
い
る
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
せ
て
駐
輪
す
る
人
が
い
て
、
頭
に
く
る
こ
と
は

あ
る
。
９
か
所
あ
る
、
自
転
車
置
き
場
を
巡
回
し
て
回
っ
て
い
る
。

　

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
以
外
で
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
支
部
長
や
、
余

計
な
こ
と
ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
入
会
が
、
七
十
代
後
半
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
規

約
の
変
更
等
の
話
も
あ
る
。

　
主
人
に
紹
介
さ
れ
て　
　
　
窪く
ぼ
た田
千ち

え

こ
枝
子

　

保
育
園
の
清
掃
業
務

　

七
十
歳
ま
で
会
社
勤
め
を
し
、
辞
め
て
、
主
人
に
（
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
）
紹
介
さ
れ
て
、
す
ぐ
に
仕
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

※
ご
主
人

　
「
う
ち
に
一
人
で
、
い
る
の
は
か
わ
い
そ
う
か
な
あ
。
皆
さ
ん
と
多

少
で
も
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ほ
う
が
い
い
か
と
」

と
隣
で
ボ
ソ
ッ
と
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
消
毒
・
洗
濯
等
仕
事
の
量
が
、
前
よ
り
は
、

増
え
ま
し
た
。

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
う
つ
し
ち
ゃ
い
け
な
い
の
で
、
マ
ス
ク
・
手

洗
い
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

園
庭
を
掃
除
し
た
り
、
動
き
っ
ぱ
な
し
。
で
も
段
取
り
よ
く
や
っ
て
、

午
後
２
時
半
に
は
終
わ
り
ま
す
。

（
通
勤
の
）
自
転
車
で
谷
中
の
坂
を
い
つ
ま
で
、
の
ぼ
っ
て
⾏
け
る
か

ど
う
か
。
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会
員
訪
問

　
　
　
去
年
と
は
違
う
も
の
を   

宮み
や
ざ
わ澤

満ま

り

こ
里
子

　

折
り
紙
塾

　
家
業
は
、
国
際
劇
場
・
歌
舞

伎
座
等
の
演
劇
で
使
わ
れ
る
造

花
屋
さ
ん
で
し
た
。

　

夫
は
、
素
材
の
紙
の
段
階
か

ら
染
め
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

台
東
区
民
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
筆
耕
講
座
の
募
集
を
見
て

知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
に
折
り
紙
講
座
に

も
通
う
よ
う
に
な
り
、
い
つ
の

間
に
か
、
や
る
（
教
え
る
）
方
に
な
っ
て
い
た
わ
ね
。

　

墨
田
区
の
折
り
紙
博
物
館
に
勉
強
に
も
⾏
き
ま
し
た
。
毎
回
何
を

つ
く
る
か
は
、年
間
を
通
し
て
、季
節
に
合
う
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。

た
か
が
、
折
り
紙
っ
て
い
う
け
れ
ど
、
去
年
と
同
じ
も
の
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
大
変
な
の
。
何
を
作
る
か
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
探
し
て
、
田
口
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
折
り

紙
が
全
く
初
め
て
と
い
う
人
で
も
作
れ
る
、
易
し
そ
う
な
も
の
は
な

い
か
研
究
し
て
ね
。

　

皆
、折
り
紙
が
好
き
だ
か
ら
来
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、丁
寧
に
、ゆ
っ

く
り
教
え
て
あ
げ
て
、
何
回
も
つ
ま
ず
い
て
、
や
り
直
し
て
も
完
成

さ
せ
て
あ
げ
な
き
ゃ
。

　

カ
ラ
オ
ケ
や
韓
流
ド
ラ
マ
が
好
き
。
家
で
も
、
手
が
空
い
て
れ
ば

な
に
か
し
ら
広
げ
て
や
っ
て
い
る
。
た
い
く
つ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

会
員
訪
問

　
　
　
元
気
な
限
り
や
り
た
い   

田た
ぐ
ち口

トと

み

こ
ミ
子

　

折
り
紙
塾

　

折
り
紙
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、
当
時
、
蔵
前
の
ひ
ま
わ
り
（
環

境
ふ
れ
あ
い
館
）
で
筆
耕
の
講
習
に
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
乙
部
先

生
か
ら
、
折
り
紙
講
座
を
立
ち
上
げ
る
の
で
「
入
り
ま
せ
ん
か
」
と

誘
わ
れ
た
ん
で
す
。

　

大
変
な
事
は
、
教
え
る
立
場
に
な
る
と
、
し
っ
か
り
頭
に
入
れ
て

お
か
な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
何
回
も
、
家
で
練
習
し
て
く
る

こ
と
。
１
枚
の
紙
か
ら
立
体
的
な
も
の
が
仕
上
が
っ
て
い
く
事
が
楽

し
い
。
紙
に
よ
っ
て
出
来
上
が
り
が
違
う
の
で
、
そ
れ
に
合
っ
た
紙

を
選
ぶ
こ
と
も
大
事
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
浅
草
保
健
所
、
児
童
館
に

も
４
年
間
⾏
っ
た
。
90
歳
を
過
ぎ
て
ま
だ
こ
う
や
っ
て
活
動
で
き
る

の
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た
り
、
自
宅
の

４
階
ま
で
階
段
を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
て
、
植
木
の
⽔
や
り

や
洗
濯
を
し
て
い
る
こ
と
か
な
あ
。
⾷
事
に
も
気
を
使
い
、
緑
黄
色

野
菜
、
肉
・
魚
、
牛
乳
・
チ
ー
ズ
も
⾷
べ
、
ま
た
⾷
べ
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
、今
度
の
自
粛
（
生
活
）
で
太
っ
た
わ
ね
え
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
な
限
り
折
り
紙
を
や
り
た
い
。

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
が

　
　
　
　
　
　
　
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！

　

昨
年
九
月
に
東
京
都
の
条
例
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
の
利
用
者
は
、

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
二
月
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
を
対
象
の
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
回
答
者
で
自
転
車
利
用
者
四
百
五
十
五

人
の
う
ち
個
人
賠
償
責
任
保
険
加
入
者
は
、
二
百
八
十
七
人
の

六
十
三
％
で
し
た
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
高
額
な
賠
償
金
が
多
発
し
て
い
る
中
、
シ
ル

バ
ー
保
険
に
は
就
業
途
上
の
自
転
車
運
転
中
の
賠
償
事
故
の
補
償
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
、
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
損
害
保
険
に
自
転

車
事
故
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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令和３年度安全就業標語を募集！令和３年度安全就業標語を募集！
安全就業の普及・啓発活動の一環として、安全に就業する意識をより一層高め、
事故防止を目指すことを目的に募集いたします。

テーマ ・転倒予防について
・危険予知について

応募期間 10月 16 日（金）～ 11 月 30 日（月）

応 募 数 テーマごとに 1人 3点まで応募できます。

※応募者全員に粗品進呈　　テーマごとに優秀作品には記念品を進呈いたします。

申込方法 郵送　〒111－0056　台東区小島 1－5－5　
　　（公社）台東区シルバー人材センター
FAX：03－3864－3383　E-mail：taito@sjc.ne.jp
窓口に提出　いずれの方法でも受け付けます。

  水墨画   洋画

画題　立葵の輝き
作者　牧野　民子さん

画題　段畑
作者　小菅　邦弘さん

画題　活
作者　小松原　民代さん

会員のひろば

　第 43 回台東区美術展（主催：台東区教育委員会、台東区美術会）が 9 月 11 日から 16 日まで、

隅田公園リバーサイドギャラリーで開催され、今年も当センター会員 3 名が出展されました。

葵は徳川家の家紋で知られ
ています。立葵の素晴らし
さを書いてみました。

長野の山奥にある段畑を
イメージして書いてみました。

台東区美術展

活は生きるという意味です。
昔、体調を崩た時に旅行し
たニューヨーク、マンハッ
タンの町を思い出し絵にし
てみました。

※作者への取材等は、石森相談役にお願いしました。
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